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『
日
蓮
学
』
第
六
号
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。
本
号
は
講
演
録
一
編
、
資
料
二
編
、
論
文
二
編
の
玉
稿
を
賜
り
ま
し
た
。

　

中
尾
堯
先
生
に
は
、
第
七
十
三
回
日
蓮
宗
教
学
研
究
発
表
大
会
（
令
和
三
年
十
一
月
十
三
日
、
本
学
開
催
）
に
お
け
る
日
蓮
聖
人
御
降
誕
八
〇
〇
年

記
念
講
演
の
講
演
録
「
日
蓮
聖
人
御
生
誕
を
め
ぐ
る
古
文
書
」
を
お
寄
せ
頂
き
ま
し
た
。
日
蓮
聖
人
の
御
生
誕
を
め
ぐ
り
、
⑴
誕
生
の
史
実
を
め
ぐ
る

史
的
環
境
⑵
「
御
降
誕
」
の
宗
教
的
意
義
⑶
祖
師
伝
と
祖
師
信
仰
の
生
成
と
い
う
三
つ
の
観
点
か
ら
、
新
出
の
古
文
書・

文
献
の
紹
介
を
踏
ま
え
て
考

究
さ
れ
た
論
と
な
り
ま
す
。

　

故・

浅
井
圓
道
先
生
と
都
守
基
一
先
生
に
よ
る
「
行
学
院
日
朝
撰
『
補
施
集　

序
品
ノ
四
』
翻
刻
」
は
、
身
延
山
久
遠
寺
第
十
一
世
日
朝
上
人
（
一

四
二
二
～
一
五
〇
〇
）
が
文
明
十
一
年
（
一
四
七
九
）
か
ら
明
応
六
年
（
一
四
九
六
）
に
か
け
て
撰
述
し
た
『
法
華
経
』
注
釈
書
で
あ
る
『
補
施
集
』

（
全
一
七
九
巻
）
の
翻
刻
資
料
で
、『
日
蓮
学
』
の
前
身
で
あ
る
『
東
洋
文
化
研
究
所
所
報
』
か
ら
の
継
続
と
な
り
ま
す
。

　

金
炳
坤
先
生
の
「『
法
華
論
』
諸
本
校
合
（
三
ノ
四
）」
は
、
本
論
の
層
位
関
係

―
摩
提
訳
の
古
層
（BD

11838・S.2504

）、
旧
層
（
高
麗
再
雕
大

蔵
経
）、
新
層
（
嘉
興
蔵
）、
流
支
訳
の
古
層
（
興
聖
寺
写
本
）、
旧
層
（
妙
法
蓮
華
経
論
子
注
）、
新
層
（
寛
永
二
年
版
）、
留
支
訳
の
古
層
（
興
聖
寺
刊

本
）、
旧
層
（
高
麗
再
雕
大
蔵
経
）、
新
層
（
嘉
興
蔵
）

―
を
究
明
し
、
摩
提
訳
が
留
支
訳
へ
と
変
貌
し
て
い
く
過
程
を
考
証
し
た
資
料
に
な
り
ま
す
。

　

西
康
友
先
生
の
「
梵
文
法
華
経
写
本
に
お
け
る
文
献
学
的
実
証
研
究
の
推
進
―
仏
典
の
原
典
を
解
読
す
る
意
義
―
」
は
、
今
年
度
の
本
研
究
所
研
究

例
会
に
お
け
る
発
表
を
基
と
し
、
梵
文
『
法
華
経
』
写
本
の
実
証
的
な
言
語
学
的
研
究
に
つ
い
て
、
そ
の
研
究
状
況
と
意
義
を
提
示
さ
れ
た
論
考
で
す
。

『
ケ
ル
ン・

南
條
本
』
に
お
け
る
編
集
上
の
問
題
解
決
の
導
出
や
、
梵
文
『
法
華
経
』
写
本
の
伝
承
過
程
の
痕
跡
等
を
、
情
報
工
学
者
と
共
同
し
た
学
際

的
な
研
究
手
法
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

槇
殿
伴
子
先
生
の
「『
マ
ニ・

カ
ン
ブ
ン
』
に
お
け
る
「
ナ
ー
ロ
ー
の
六
法
」
―
観
自
在
菩
薩
の
実
践
指
南
（dm

ar khrid

）
―
」
は
、
古
代
チ
ベ
ッ
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ト
王
ソ
ン
ツ
ェ
ン
ガ
ン
ポ
の
遺
言
書
と
さ
れ
る
『
マ
ニ・

カ
ン
ブ
ン
』
に
説
示
さ
れ
て
い
る
カ
ギ
ュ
宗
の
実
践
「
ナ
ー
ロ
ー
の
六
法
」
の
考
察
を
通
じ
、

後
伝
期
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
に
お
け
る
密
教
の
系
譜
を
跡
付
け
、
チ
ベ
ッ
ト
に
お
け
る
如
来
蔵
思
想
史
を
『
宝
性
論
』
の
瞑
想
学
派
の
視
点
か
ら
読
み
解
く

こ
と
を
試
み
た
論
考
と
な
り
ま
す
。

　

末
筆
で
す
が
、
国
際
的
な
レ
ベ
ル
で
の
日
蓮
研
究
の
今
後
い
っ
そ
う
の
発
展
、
そ
し
て
そ
の
発
展
の
一
翼
を
本
研
究
所
が
担
え
る
こ
と
を
心
よ
り
願

い
ま
し
て
、
第
六
号
の
編
集
後
記
と
い
た
し
ま
す
。�

（
岡
田
文
弘
記
）
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